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近代化した都市景観における歴史的建
築物の重要性の再認識

歴史的建造物の埋没

中国における諸都市の目覚ましい発展

建物高さの変化による歴史的建築物の見
え方の違いが人間の心理にどのように影
響を及ぼすのか明らかにする



ＣＧにおける操作指標の決定

景観評価実験の実施

予備実験の実施

結果の集計と考察

対象街路における好ましいモデ
ルパターンの導出
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※モデル数絞込みのためＣＧアニメーション

ＶＲシステム
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ＣＧアニメーション提示

ＳＤ法によるアンケート調査

評価構造の把握

鐘楼：６クラスター

城壁：７クラスター

因子分析：３軸を抽出

エリア１エリア２エリア３

エリア１ エリア２ エリア３
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モデルの類型化
（クラスター分析）

（因子分析）

表 鐘楼を対象とした場合の因子分析結果
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本実験
研究の背景と目的

研究のフロー

ＣＧモデル

予備実験について

本実験 鐘楼を対象としたモデルの重回帰式
好ましさ：Ｙ１＝0.0511Ｘ１+0.728Ｘ２+0.07958Ｘ３ （Ｒ＝0.742）

分析の結果鐘楼を対象とした場合「好ましさ」では、「親和性」が評価に影響を強く
与えることが明らかになった。

目的変数をＹとし、Ｙ１ を『好ましい』Ｙ２を『歴史的雰囲気がある』とした。

説明変数をＸとし、Ｘ１ を『重厚性』Ｘ２を『親和性』Ｘ３を『躍動性』とした。
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今後の課題

親和性が最も評価が
高いものはモデル１
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歴史的雰囲気：Ｙ２＝－0.379Ｘ１+0.460Ｘ２－0.125Ｘ３ （Ｒ＝0.672）
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「歴史的雰囲気」の項目では大きな差は見られないが「親和性」と「重厚性」
の項目が影響を強く評価項目「歴史的雰囲気」については複数の評価項目
が影響を及ぼすことが明らかになった。

総合的に判断するとモデル
８が適したモデルである。

総括



本実験研究の背景と目的

研究のフロー

ＣＧモデル

予備実験について
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城壁を対象としたモデルの重回帰式
Ｙ１＝－0.2Ｘ１+0.578Ｘ２+0.03412Ｘ３ （Ｒ＝0.602）
Ｙ２＝－0.125Ｘ１+0.483Ｘ２－0.184Ｘ３ （Ｒ＝0.485）

「歴史的雰囲気」の重回帰式については重相関係数の値が０．４８５と低く予測式の信憑性
が低いことから単純集計による考察を行った。
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「好ましい」：モデル７・モデル２４

「歴史的雰囲気」：モデル２４

モデル２４の評価が
最も高い

総括
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２．建物高さとその他の街路景観要素との相関関係を調査分析することが必要

１．心理評価のデータでの分析を行ったが、その他の定量的なデータとあわせての分析

建物高さを影響区ごとに変化させ、その組み合わせによって生じる街路景観が人々の
心理評価にどの様な影響を与えるかを明らかにすることで、研究対象地域において望
ましい建物高さの組み合わせの導出を行った。

被験者がよりリアルな体験と評価のしやすさを得やすいといった理由から、ＣＧを用い
たＶＲシステムを構築し、それを用いた評価実験を行った。

「好ましさ」「歴史的雰囲気」それぞれに影響を与える指標として、「親和性」が非常に大
きな影響を与えることが明らかになった。

今後の課題


